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研究成果の概要（和文）： 
三項関係ナラティヴ理論では、従来の二者関係の対話ではなく、三項関係、特に人と人を
むすぶ媒介機能＜メデイエーター（媒介者）やミーデイアム（媒介物）＞を重視する。三
項関係理論による臨床支援と教育方法論を構築するための第一ステップとして、糖尿病医
療を中心に、語りの共同生成を媒介するために効果的な「ミーディアム」（媒介物）を作成
する多様な試みを行った。そして「ビジュアル・ナラティヴ（視覚的語り）」を用いた「病
いの語りイメージ画」の手法を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In Triad Narrative Theory, the triad relationship, especially the mediate function – 
mediator or medium –, rather than the conventional bilateral dialogue, is considered to 
be very important. As the first step toward establishing clinical support and 
educational methodology by Triad Narrative Theory, we made various attempts to 
create the media that worked effectively in mediating collaborative narrative 
generation mainly in diabetic medicine. Eventually, we developed “Visual Imaging 
Method for Illness Narratives”. 
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１．研究開始当初の背景 
語りの相互行為による生成プロセスや文

脈を重視するナラティヴ・アプローチは、学
横断的な大きな研究潮流になっており、臨床
治療や支援方法としても応用範囲が広い。ま
た、糖尿病の患者教育と新しい医療モデルの
模索において、このナラティヴ・アプローチ
が有効であると考えられることから、新たな
日本発のナラティヴ医療モデルを提案する
という着想に至った。 

 
２．研究の目的 
 人と人のあいだをむすぶ媒介機能＜メデ
イエーター（媒介者）やミーデイアム（媒介
物）＞を重視する三項関係ナラティヴの教
育・支援の新しい理論と方法論を構築する大
きな構想がある。 
 本研究はその萌芽として、糖尿病医療をフ
ィールドに、まずミーディアムの開発を行う。
ビジュアル・ナラティヴやナラティヴ・ゲー
ムなど、糖尿病の患者と医師が病いや治療経
験をもとに作成したミーディアムを用いて、
語りの共同生成を促進する多種のアクショ
ン・リサーチを行う。 
医師と患者をむすぶ「治療的三項関係」、

経験医師と新参医師をむすぶ「医師教育三項
関係」、経験患者と新参患者をむすぶ「患者
教育三項関係」など多重の教育・支援機能を
もつ、新しい日本発の三項関係ナラティヴ医
療モデルを提案し、国際的に発信する。 

 
３．研究の方法 
 三項関係ナラティヴ・ワークショップの場
をつくり、「医師－ミーディアム（媒介物）
－患者」の治療的三項関係、および「経験者
－ミーディアム（媒介物）－新参者」の教育
的三項関係など、多様な多声的三項関係をつ
くってナラティヴ共同生成のアクション・リ
サーチを行う。 
 平成 22 年度は、糖尿病の当時者が体験を
語るためのミーディアムとして「人生イメー
ジ地図」を開発し、ビジュアル・ライフスト
ーリーを用いた語りの共同生成の実践を行
う。平成２３年度は、多声交換ミーディアム
としてナラティヴ・ゲームを開発して、集団
的な語りの共同生成を行う。平成２４年度は、
２年間の実践をもとに、より具体的で役に立
つ医療教育プログラムを提案するとともに、
イギリスの研究者と国際的コラボレーショ
ンをして理論的・方法論的検討を加える。よ
り一般的に適用可能なモデルにして提案す
る。 
 
４．研究成果 
（1）本研究では、まずミーディアム開発の
ために以下の 3つの基礎的研究を行った（22

年度）。 
①「ヴィジュアル・ナラティヴ（視覚的媒体
を用いた語り）を用いたミーディアム開発の
基礎研究」イギリスのロンドン大学で開催さ
れた Medical Narrative in Graphic Novels: 
Comics and Medicine に参加し、先進的な取
り組みを行っている諸研究の具体例を学ぶ
とともに国際的に研究交換した。また、マン
ガ、映画、イメージ画、ストーリーなど多様
なナラティヴの媒体を比較検討する研究を
行った。ビジュアル・ナラティヴのワークシ
ョップを日本心理学会で開催し、多くの研究
者と意見交換しながら、ナラティヴ理論と方
法論を実践的に検討した。 
②「糖尿病患者を対象とした三項関係ナラテ
ィヴ・ワークショップのパイロット・スタデ
ィ」糖尿病患者を教育・指導するため、三項
関係ナラティヴ・ワークショップの実践方法
を探索した。DVD 教材を作成して、合計 10 名
の患者に、1回 3～4人程度のグループで、そ
の教材を用いる体験型の教育を試みた。また
指導後、参加者は医師や看護師などファシリ
テーターのもとで体験を語り合い、語りを共
有することで、多声的な「協働の学び」が得
られるようにした。 
 
（2）（1）の基礎的研究を踏まえ、新たな理
論的フレームワークと方法論の開発を試み
た（平成 23 年度）。 
①「ビジュアル・ナラティヴを用いた三項関
係」理論と方法論を下記の３つの観点から検
討した。 
・治療的三項関係：医師－ミーディアム（ｍ）
－患者の三項関係 
・医師教育の三項関係：医師（経験者）」－
ミーディアム（ｍ）－医師（新参者）の三項
関係 
・患者教育の三項関係：患者（経験者）－ミ
ーディアム（ｍ）－患者（新参者）の三項関
係 
②「ビジュアル・ナラティヴを用いた三項関
係」の理論と方法論に関する研究発表と学際
的討論を行った。 
 第 35 回口蓋裂学会総会・学術集会や日本
心理学会など、医学や心理学の関連学会で、
医療場面における三項関係（並ぶ関係）の意
義やビジュアル・ナラティヴの方法論につい
て研究発表し、学際的討論を行った。 
③ビジュアル・ナラティヴに関する多様なメ
ディアの資料収集と教育方法の探索。 
 斬新なアイデアを生み出すのに役立つフ
ィールド・ワークを行って資料収集した。美
術、映画、写真、漫画、ゲームなど多様なメ
ディアをミーディアム（媒介物）として用い
る方法や、教育的ワークショップの方法を探
究するため広い分野にわたって探索し、広範



 

 

な文脈と関連づけて考察した。 
 
（3）2年間の実践を集大成し、理論的・方法
論的検討を加えた(平成 24 年度)。 
 三項関係ミーディアムとして「病いの語
り」にかんするイメージ画を用いた研究の具
体的方法論を作成した。また、より具体的で
役に立つ医療教育プログラムを提案し、ワー
クショップなどに使用する手順を考案した。
さらに三項関係ナラティヴのモデルを一般
化して、医学関係学会や看護大学の講演やナ
ラティヴ研究会などで提案した。 
①治療的三項関係の作り方や医療教育に役
立つワークショップ方法についての理論
的・方法的検討を行った。本研究では、理論
的には、次のような関係性をつくることが想
定されていた。その関係性を実践に移すため
に、どのようにしたらよいか、医療教育に役
立つワークショップの方法を具体的に構想
した。 
1）治療的三項関係:医師-ミーディアム-患者
の三項関係。糖尿病の体験を、「過去」「現在」
「未来」にわたって語る「病いの語りイメー
ジ画」を作成する。「病いの語りイメージ画」
を使って、糖尿病患者(経験者)は、自分自身
の病いの体験を医師(経験者)に語る。医師と
患者は、共に「病いの語りイメージ画」を見
ながら互いに質問やインタビューを行い、ナ
ラティヴを共同生成する。同様の方法で、次
の２つの関係性のなかでも使用できるよう
な具体的方法論を策定した。2）医師教育の
三項関係:医師(経験者)-ミーディアム-医師
(新参者)の三項関係。3）患者教育の三項関
係:患者(経験者)-ミーディアム-患者(新参
者)の三項関係。 
②上記の 3種類の三項関係ミーディアムのモ
デルを理論的・方法的に検討し、より一般的
なコミュニケーショ ン・ツールや医療教育
プログラムとして役立てられるような三項
関係ナラティヴ・モデルを考案した。 
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